
し て の 弥 陀 の 本 顧

長谷 正常

「―J  際 ■は弥陀。本画を説いたJと はどういうことか
「冷土真宗とは製鷲の仏教史観であるJ(曹我R深 ) 「仏数の歴史は本版の歴史てあ
0 本珈を説いたのは釈卜であるJ(知燿0仏晨史わ

「それ ,実 0数を類きば すなわち r大無曇細 これ |● , この経の人怠ば 弥 F●
誓 tヽを超発して 広く法験をlllき て 凡小を真れみて 選びて功なの宝を施するこ

`を
い

たす 釈迎 世に出興して 迫級を光路して 群萌を塁い jむに東実の利をもぅてせん
と欧してなり ttを も・ て 如来の本願を説きて経の宗数とす すなわち よう名号を
もって 経の体とするなOJ(r教 行

「

護J徴巻  r璧興J162貢 )

曽我が 浄上翼宗を親鷺の仏教史投tして提えようとした理由

i今 ここに阿弥た仏●48mと ぃ=こ とに就いて 私の考
べを少し述^さ

せて賞ひたい

と思ふのでありますが この48願に就いてはすくなくとも 今日この席においでになつ
て居られる方々は

"知

つて居られることを思
' 
しかしながら  人として本当のことを

知つてせるものはあるiい と思
`J(曽

我  [避無J Oを/C,頁 )

人1■宗ゲ院 調演ほ要
浄 土 真 _ レン 根 本 精 神 と

「釈4は弥llの本願を設いたJと いう製属の3明は 釈0が文字崩り綺・ たという意味
では否定される 011し  「釈尊の■化の内実Jを語ぅたという意味でなら 真]性をも
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「釈0は弥陀0本頸を説いた」という親量の言明ば 明治期に成立した文献学的 実注
的な近代仏教学によぅて無意味化された そのこと , その理鷹の言明の車味を反省させ
浄■真宗が自らの菫撻について明疏●H寛をもつことを要求する

[=:  仏教い最高のよ語としての i得 円●多熙三蒻三菩提J
「仏教とば仏詑になる数ても

' 
仏にを説く教である 仏をして嘉に仏たちしめ 同時

に衆生をして仏たらしいんとする機である 今口の仏敵学者の研究の方針は ■改とい
`

もりは仏l●ホ説 tた教た したがつて 仏陀が説いたか説かめ,だけがIl題になつてるち
しかしながら われわれのII題 = 仏たが続いたか説かめか こう

|ふ
`[も
重要なll題

に違いないが それよりも もつと重要な問題は 仏教といふものは■になるll 仏を説
く教なのた 級縄の

“

数は 仏自証の教 仏肯説の教である しかるに このごろの上教
研究は 仏にヽる 仏を説(`い ふtと を0け者 ●して ただ仏F●がどうい=こ とを説い
たか したがつて 仏陀が説いた政から推論してその所雌の道を想定するにすぎないJ
(ま我「選集:,さ′,,7頁 )

近代仏教学が量らむ観点

「■にホ説いたが 説かないか1を決めることに0みかかわり 「■ ●なるかならぬが
という人Цの1'非Jを ‖超にしなぃ仏教lI究の立場は「―Iし た■歌の真Jの体J(同
,お,51)を もたない rそ うい,仏政■授ば宗教否定の唯物論とい=泄誰

に立つて仏故

熾亡を説明するとこるの仏教唯勧史粒J(■■  i選摯,,巻′:,,H)で ある



つ

「釈雄が弥l●の本輛を説いたJと いう親驚の
「
明は  「駅専の正電Jを基点において捉

えられなければならない

「 0の ´得 目お多履●畜二菩提
'ほ
 仏F● (正此希

'と
しての釈過率尼その人と 歴

史を通して現われてきた仏教と0 すべてをその0と言におさあていて おそらくは 仏
政般高の法諮であろう   この言葉 , 大乗経興に多くあらわれているメ 本をたずね
れば 秋迦牟尼0身が 自らに■れてきた不可恩語在厳鶴 神的寛ばを課く礼拝して く
私は無上の挙正蓄I●を正■した●と 世のすべての人々に知らせたときに 初めて生まれ
たにせばであった それが 当時い仏弟子の人違 ・|の後につづいた大葉の人^ それを
受けた中国 日本の諸綺憎がら 現在。われわれiで  人のより無上の日光をも・ て受持
されてきたJ 媚 津紀三  r大 F海,,,30号′

'H ,1`年
)

三)釈幕の正2と 弥r●の本頸とのかかわり
「正2Jは  何もないところで 釈尊つ頭にセ然と浮かんだものではない 正露牌
い歴史的背景をもつ それ , 駅

`の
人′卜と苦饉 インド民族の人生

`苦
悩 および 人

類の苦悩 t根本的要求をl・景として生した

釈尊の正覚は人』の根源の要求を明確な日ヽのたのうちに場 ′たもつである 人』が
その存在の庭において 求0ながら層みえなか。た根源の要求 , 人llの うちに●・・ て人
冊を超えており 「阿弥陀如業のい0ち Jに逆な・ ている そこに 釈

`の

正隻が弥陀●

本頭を深く結びイ|い てくるゆえんがある

四, ■覚の内実の麺 としての別頸 (48頸 )
釈専ば r大無■力緻 において法蔵普菌●48願を続いたが そ=て説かれたホ願は止
見の内実の表現であぅた 序分の「五徳現略Jは そのことを示している 釈い0出世●本
犠霧

`:る

ことは■覚をI.・ることに外ならない

「今0 世尊 継根悦予し 姿色清浄 ●して光敵豊々とましをす 明らか7● る●鏡。表
褒 ●影蝸するがことし 威客頸唯にして超淮したまえること無まなり 未た曽て廉観せず
ス妙なること今のごとく

'し
ますをばJ

「今=世
寄 佳奇符法 今日LI世 住仏所任 合, 世眼 住導師行 今日世英 住最勝

直 今口 天尊 行如来徳 姜柔曳仏 仏●欄念    何t・威神 光光′,輌 J

五)宗 数的扉Jと しての弥に0本誠―弥陀の本願ξ衆生の願いとのかがわ,―
本瀬が如何に衆生とかかわるめかという

『
いは 一方的に法蔵手Ⅲ 本願から川うては

埒があか|● い 衆生の要求を踏まえ 両者の粕凹関係において追究されなけれはならない

「仏襟の本願といふの
` 
一方的な本願というものではありiせん 仏様の本晰は われ

らか生まれなサКらにしてもつている師ひ だれてもがもつている瀬ひである いろいる0
11tひはあるが 霧護となる鮨に■―切つ人類に共通した願ひである そこのとこらに仏の
本順といふものを感じるわけてある ●Iら  仏様に一方的に本願をヽこされるわけでは
ありません わイ|われの順にというもつと灘い関係をもつているのであ,ま すJ(■我
,選纂,,む′,6`i)
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剛 驚型人が r枚行F証,の故を ,「大無itltよ !実の数Jと 見いだされたのは 1大策

■力経,の 中に全人類を救済すヽきところの宗教 FI原理がそこに遺憾なく阻顎されていろ

0を発見されたがらであります 「 4来の本麗を続くを経の宗致となすJ力 ちであOiす
その如来の本願 しは何であるか 本願とはすなわち宗教の原理て||・ 0ます 0か し

て ,1教の原型とはわれわれ人llのル高般澤の要求である れなる私の要,えてはない 人
間としてい払 全人数を 4常としてこれを救うところあ私の最高厳凛の要求である す●
●ち われわれ人顆の最高政凍の要求をも・ てその原理とするのである 宗教の原理は

`
れを外に求ちずして おがうちにこれを求むるのである 真業をわがうちに求め 真実 せ

わが精神界に求めて そこに宗数の原
「
を嗜いだすのである しかして これを]1顎 した

0が綱弥陀仏の48頸であると思うのでありますJ(首我  r選薬■0磐′118自 )

「,米は我t, 如来我とな0て 我を数い綸, ■1来我とヽるとは 法蔵普繭降
“

のt

と|● ,J(管我  r選桑,26′
`08頁 '

法蔵菩嵯の本願は 人llの要求の底において人‖を超えたものである したホ・ て 広
磁苦砥の本願は人側の凛い製求をmしてはたらく

「法蔵蓄藤の48mは 人間の歴史を貫通する原理なる 本性―にして 一如なる宗如
要求を表現したものであるJ

弥たのIFび声を酬さ取るには それを自己の自己殿内奥の要求にお |ヽて]]き とるつてな
ければなら|● い 親書は自己の餃内奥の要求を「欲生●Jと捉え 「欲生さJを「如来招
嘆のlll命 Jと掟えた 自己の最内実に出現して働いているn米のさ (呼 び声),`「飲生●J
である

六)衆 生の機源 FI要求
‖業の呼び声が自己0最内案の要求においてはたちくものであるなら 本願の呼び声を
側
=取
るには われわれ ,自 己の根源的要求を層んでいるのでなければならない 自己の

機

“

的要求において感l■き・l■て 弥にのホ顧は他人4'と してではなく 「製鷲一人がためJ
として!I書取これてくる

0この根源的妥ボ 自己がそれ
'0よ
ぅて生きる力を17ているもの 「命の綱J  f生 き

る糧|と もいう^さ
もの われわれば それを康贅がちltている

身体的環境―水や空気や食物 大地
輛il的理場―文化 人

'ι
のかかわり 人情 重情

それらを欠klするとき 人 Jは生きる力を大う

本願が 興策に4:き る衆4=にと,て生きる力となるとき 本願は本凱力となる
本面 (1)が本m力 (■ )と なるということで 私たちが思いをいたすべきことは 本願
ば環境 つまり宿槃の 』界においてはたちくということである ここに本瓢の t● JO妻が
ある

超i[1の 思想の0義は 本狐が働く場所としての日・7的 歴史的「環境Jに 江■する
と0ろにある 魔墳において 本臓は本胤力と|・ ってはたらく
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「本順力●不止作住待功徳J一本願が衆生の11界において効力のあるものとなる

本頸が湿透している瑠境 (浄土 )と それが奪われた環資 (口有地獄 餓μ 吝生)

′0分が殺人を犯さヽぃできたのは 殺人の衝動が自分のうちになかoたがらではなく
子供のとさ 母に,さ れたという記憶があoたがらである J(oバ ート ベう―)

「内面

"J―
生きる力を扱み取 .て くる蘇泉を心の内にもつこと (1フ ランクル)

「倫Jと はそのような 画ヽ性め ,界をもつことである 孤J:のなかにあ●て 自己0心
の色に呼びかけてくる,1を tlき とること ホ顧はそこにおいて生きる力となo 本願力[
なる

t)宿 実の世界ξ本煎
本願はそれ日体においてではなく  それの働く場所である宿業のかかわりにおいて提
えられなければならなぃ 本願稼

`tの

宿翠の 』界にヽいて働くとき 本願は本願力とな
る

噸 以て力を成し 力以て願に就く 願従然ならず 力虚設ならずJ(曇量 l浄土論証,
[飩察体糟章])

曽我は「宿業の世界Jを ,本能Jと捉えた それはわれわれの生首る宿業の世界は 本
来 そこにおいてすべて0生 き街が蘊応 遺交しつつ

`|き

ている浮いり,の 世界だからで
ある

しかし 宿業のLI界は 現実的には感応 遺女の断たれた世界 差別と不平等が支化す
る善倫と懇根つ世界である

それゆえ 断たれた6け迫交を口複するものとして 宿棄のLI に本踊が出現してくる
本能の潔みがら本踊が弾らで出現してくると曽我はい0

八)本願の雁史
仏教とヽ歴史的世界を■いて流看してきた「本頸の歴史Jである

衆生はその本願の歴史のなかで「生さJ 411い艦史のなかに「死んJで きた
本層の歴史のながで「生きたJと は そこにおいて衆生が「現生正定楽Jに住した●ヽ
,こ とである

本願の歴史のなかで「死んだJと は 衆生が「必至M鷹Jに至●たということである

報電は そのような ll願の歴史を 在証 遺砂 二方向によぅて渦薇を椅彗つつ 摯生
の歴史的 |[界を■いて流行してゆく様において掟え 本踊の歴史「 ,村回同Jと 名llけて
浄土真宗の晟相の根幹にmいた

親鷲ば ホ願0歴史を三国し高他の伝統ヽおいて提えた しかし 本脂つ慶史の■胎を
なすものを親鷲は第 |し願の「諸仏称名Jの師に提えた  「格仏称名Jは天上におけるil
語的な出来,ではない それは地上の本願の歴史を表現したものでなけれまならない
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